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総
合
計
画
で
は
、
町
の
将
来
像
を
「
人
・

自
然
が
融
け
合
う　

あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市

い
し
か
わ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
表

現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
意
義
は
、
人
間
尊
重
の
精
神
を
基

本
と
し
、
す
べ
て
の
町
民
が
健
や
か
で
豊

か
な
感
性
や
創
造
性
を
育
み
な
が
ら
、
人

と
自
然
と
が
共
生
す
る
社
会
の
構
築
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、
あ
ぶ
く
ま
新
都
市
構
想

や
首
都
機
能
移
転
先
候
補
地
な
ど
の
開
発

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
生
か
し
、　
２１

世
紀
初
頭
の
本
町
の
限
り
な
い
発
展
と
あ

ぶ
く
ま
地
域
の
拠
点
都
市
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
将
来
像
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
ま

ち
づ
く
り
の
原
点
と
活
力
を
町
民
の
皆
さ

ん
の
情
熱
と
協
調
に
求
め
る
と
…
…
定
め

て
い
ま
す
。

あ
ぶ
く
ま
地
域
の
拠
点
と

な
る
ま
ち
づ
く
り

６
月
号
か
ら
「
石
川
町
第
４
次

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
町
づ
く
り
の
基

本
理
念
と
将
来
像
や
土
地
利
用

構
想
な
ど
、「
基
本
構
想
」
の
前

段
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

石

川

町

第

４

次

総

合

計

画

パ

ー

ト

②
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こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
施
策
と
な
る
基
本
目
標
と
し
て
次

の
５
本
の
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
心
豊
か
に
学
ぶ
力
を
つ
な
ぐ
ま
ち

（
教
育
・
文
化
）

②
自
然
と
調
和
し
安
全
で
快
適
な
ま
ち

（
生　
活　
環　
境
）

③
人
に
や
さ
し
く
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち

（
福
祉
）

④
活
力
に
満
ち
た
た
く
ま
し
い
ま
ち

（
産
業
）

⑤
町
民
と
共
に
歩
む
ま
ち

（
町
民
総
参
加
）

５
本
の
基
本
目
標
を
柱
に

人
口
は

２
１
、５
０
０
人
を
目
標
に

　

町
の
人
口
は
、
昭
和　

年
代
に
著
し
い

４０

人
口
流
失
が
進
み
、
か
つ
て
２
４
、
０
０

０
人
台
で
あ
っ
た
人
口
が
昭
和　

年
に
は
、

６０

２
１
、
７
０
０
人
。
さ
ら
に
平
成　

年
の

１２

国
勢
調
査
で
は
１
９
、
９
１
３
人
と
年
々

減
少
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
く
各
種
の
人
口
定
住

対
策
、
国
・
県
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
誘
因
効
果
を
見
込
ん
で
、
平
成　

年
２２

　

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
の

実
現
を
目
指
し
て
、
町
を
大
き
く

「
都
市
的
土
地
利
用
ゾ
ー
ン
」

「
農
業
的
土
地
利
用
ゾ
ー
ン
」

「
森
林
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
」

「
臨
空
型
産
業
展
開
ゾ
ー
ン
」

「
新
都
市
展
開
ゾ
ー
ン
」

に
区
分
し
、
中
心
都
市
の
形
成
、
さ
ら
に

は
居
住
環
境
の
保
全
、
周
辺
の
営
農
・
自

然
環
境
の
調
和
に
留
意
し
な
が
ら
、
地
域

の
特
色
を
活
か
し
た
計
画
的
な
土
地
利
用

を
推
進
し
ま
す
。

に
は
２
１
、
５
０
０
人
の
人
口
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
世
帯
数
は
、
現
状
の
１

世
帯
３
・
６
人
を
維
持
す
る
こ
と
に
加
え
、

若
年
層
な
ど
の
定
住
化
や
町
外
か
ら
の
新

規
流
入
な
ど
が
進
む
こ
と
を
見
込
ん
で
、

６
、
０
０
０
世
帯
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

５
月　

日
〜
６
月
４
日
ま
で
、
石
川
地

２１

区
の
３
つ
を
含
め
た
８
会
場
で
、
町
政
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
に
は

行
政
区
長
、
町
議
会
議
員
な
ど
総
勢
２
３

０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
が
、「
平
成　

年
度
主
要

１３

施
策
の
概
要
」
と
「
今
出
ダ
ム
建
設
事
業

の
経
過
と
現
状
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
三
瓶
善
和
企
画
商
工
課
長
が

「
第
４
次
総
合
計
画
・
キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
」

２１

に
つ
い
て
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
も
と
に
説

明
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
道
路
の
改
良
、
今
出

ダ
ム
建
設
、
市
町
村
合
併
、
人
口
減
少
、

環
境
、
教
育
問
題
な
ど
多
種
多
岐
に
わ
た

り
質
問
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

車
社
会
の
現
代
を
象
徴
す
る
道
路
改
良
の

要
望
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

土
地
利
用
を

５
月　

日
〜
６
月
４
日
ま
で

２１

町
政
懇
談
会
を
開
催
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未
来
博
会
場
の
数
多
く
の
パ
ビ
リ
オ

ン
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
び
そ
う

な
「
な
ぜ
だ
ろ
う
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。

　

虫
の
声
を
聞
き
、
ア
リ
に
な
っ
た
つ
も

り
で
巣
の
中
を
探
検
し
た
り
、
パ
ネ
ル
に

タ
ッ
チ
し
て
、
バ
ッ
タ
に
な
っ
た
つ
も
り

で
遊
ん
だ
り
、
ト
ン
ボ
の
疑
似
飛
行
体
験

を
し
た
り
で
き
る
楽
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
す
。
昆
虫
好
き
の
子
ど
も
た
ち
に
ピ

ッ
タ
リ
。

　

お
話
し
好
き
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
か

や
ぶ
き
屋
根
が
印
象
的
な
か
ら
く
り
民

話
茶
屋
が
ピ
ッ
タ
リ
。
い
ろ
い
ろ
な
話
し

が
聞
け
て
楽
し
め
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
大
人
に
も
子
ど
も
に
も
人
気

を
集
め
そ
う
な
の
が
、
企
業
未
来
館
で
す
。

ま
た
、
連
日
の
日
替
わ
り
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
の
数
々
。

　

さ
ら
に
、
建
物
の
い
た
る
と
こ
ろ
が
、

環
境
に
優
し
い
素
材
で
仕
上
げ
て
あ
り
、

ホ
ー
ル
な
ど
も
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

で
、
と
て
も
ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
か
ら
９
月　

日
ま
で
開
催
す
る
『
う
つ
く
し
ま
未
来
博
』
が
い
よ
い
よ
始

３０

ま
り
ま
す
。

　

あ
ぶ
く
ま
地
域
の
優
れ
た
自
然
を
舞
台
に
、
日
本
で
初
め
て
森
の
中
で
開
催
す
る
皆

さ
ん
の
手
で
つ
く
り
あ
げ
る
博
覧
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
会
場
に
行
っ
て
、
見
て
、
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

パ
ビ
リ
オ
ン
は

宝
箱

時　間７月29日（日）７月30日（月）７月31日（火）８月１日（水）８月２日（木）８月３日（金）

10：00

10：30

流鏑馬実演
10：00～ 11：50
公演時間（60分）
（古殿町）

玉泉会民謡　スポーツ民謡
10：30～ 11：00

（玉川村）

玉川琴翔会　玉川こぶし会
10：30～ 11：10

（玉川村）

商工会婦人部（フラダンス）
10：30～ 11：00

（石川町）

商工会婦人部（フラダンス）
10：30～ 11：00

（石川町）

玉泉会民謡　スポーツ民謡
10：30～ 11：00

（玉川村）

11：00
玉川琴翔会　玉川こぶし会
11：10～ 11：40

（玉川村）

しらさぎ会
11：15～ 11：30

（浅川町）
信ちゃんファミリー
芸能コーナー

11：15～ 12：15
（玉川村）

きさらぎ会（大正琴）
11：05～ 11：20

（玉川村）

11：30
四辻清流太鼓

11：30～ 12：00
（玉川村）

川音慎一郎
11：40～ 11：50

（浅川町）
石川中学校

（管弦楽演奏）
11：25～ 12：20

（石川町） 12：00
太田民謡つぐみ会
12：00～ 12：30

（玉川村）

琴祥会
11：50～ 12：30

（玉川村）

東流詩吟聲友会
12：10～ 12：40

（浅川町）

大原友琴会
12：20～ 12：30

（古殿町）

12：30
南須釜念仏踊り

12：40～ 13：00
（玉川村）

小高老人クラブ（豊年踊り）
12：30～ 13：00

（玉川村）

仙石ハーモニカクラブ
12：40～ 12：50

（古殿町）
内海道芳会（舞踊）

すみれ会
藤の会

石川琴晶会
個人の踊り

12：30～ 14：30
（石川町）

13：00
馬場平ジャンガラ念仏踊り
13：05～ 13：30

（古殿町）

民謡声玄会三味線合同
13：10～ 13：50

（玉川村）

きさらぎ会（大正琴）
13：00～ 13：15

（玉川村）

大正琴浅川教室
13：00～ 13：30

（浅川町）

ボトルキープ事業ＰＲ
13：00～ 13：30

（平田村）

13：30
八ケ久保薄木獅子舞
13：35～ 14：00

（古殿町）

太田民謡つぐみ会　若泉流玉川会
13：30～ 14：00

（玉川村）
100まで生きる会
石川民舞会

13：40～ 14：40
（石川町） 14：00

論田獅子舞
14：05～ 14：30

（古殿町）美雪会（舞踊）
14：00～ 15：00

（玉川村）

大正琴愛好会
14：15～ 14：35

（平田村）

スポーツ民踊会
14：00～ 14：30

（浅川町）

14：30
扇和会（舞踊）

14：45～ 15：15
（平田村）民謡声玄会

14：50～ 15：30
（玉川村）

美雪会（舞踊）
14：40～ 15：30

（玉川村）
15：00

駒形ジャンガラ念仏踊り
15：00～ 15：30

（平田村）

15：30パ　レ　ー　ド

16：00

奥州須賀川松明太鼓
16：00～ 17：15
（須賀川市）

ピアノ連弾
16：00～ 17：15

（浅川町）

ピアノ連弾
16：00～ 17：30

（浅川町）

ピアノ連弾
16：00～ 17：30

（浅川町）
16：30

17：00
民謡声玄会

17：00～ 17：40
（玉川村）

17：30
レクリェーションダンス
17：30～ 17：45

（浅川町）

民謡声玄会　三味線合同
17：30～ 18：00

（玉川村）

白梅会（舞踊）
17：20～ 17：50

（玉川村）

18：00
須賀川土搗唄　結婚祝餅つき唄

18：00～ 18：30
（須賀川市）

大正琴愛好会
平田琴生流会

18：00～ 20：00
（平田村）

藤泉会（舞踊）
18：00～ 18：20

（玉川村）

藤泉会（舞踊）
18：00～ 18：20

（玉川村）

18：30
流鏑馬太鼓

18：45～ 19：15
（古殿町）

白梅会（舞踊）
18：30～ 19：00

（玉川村）

菅布弥太鼓保存会
18：30～ 19：10

（平田村）

19：00いしかわぐん
ヨサコイ踊り隊

19：00～ 20：00
（石川郡）

中田区（伝統芸能）
19：00～ 20：00

（石川町）
19：30

石川祭囃子保存会　石都祭盛会
（みこしの競演）

19：30～ 20：00（石川町）

流鏑馬太鼓
19：30～ 20：00

（古殿町）

20：00
パ　レ　ー　ド

20：30

が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
�

が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
�

●　

市
町
村
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
催
事
出
演
予
定
表
（
石
川
地
方
）

９０
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今
回
初
め
て
森
の
中
で
開
催
さ
れ
る

博
覧
会
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
う
つ
く
し

ま
未
来
博
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自

然
と
の
共
生
を
考
え
、
日
常
の
豊
か
な
暮

ら
し
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
を
得
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
川
地
方
の
推
進
員
さ
ん
た
ち

と
力
を
合
せ
て
、
未
来
博
成
功
に
向
け
て

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
度
で
も

会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●石川町未来博推進員●

久野　智美さん

「
　
　
」�

未来博会場まで
シャトルバスを運行

　未来博期間中、ＪＲ水郡線川東駅、福島空港などから
未来博会場までシャトルバスが運行されます。それぞれ、
会場まで約１０分で行くことができます。
　未来博開催中は駐車場の混雑が予想されますので、ど
うぞシャトルバスをご利用ください。

復　　路往　　路
川東駅着会場発接続No.会場着川東駅発接続No.
１４：０２１３：５０上り・下り１８：４２８：３０下り１
１５：４２１５：３０上り・下り２１０：４７１０：３５上り・下り２
１７：０２１６：５０上り・下り３１２：３２１２：２０下り３
１７：４７１７：３５下り４１４：３２１４：２０上り・下り４
１８：３２１８：２０上り５１６：３２１６：２０上り・下り５
１９：１７１９：０５下り６１７：３２１７：２０上り・下り６
１９：５７１９：４５上り７１８：１７１８：０５下り７
２０：３２２０：２０下り８１９：０２１８：５０上り８
２１：３２２１：２０上り９１９：４２１９：３０下り９

■水郡線川東駅～未来博会場

■空港～未来博会場
復　　路往　　路

空港着会場発No.会場着空港発No.
１２：１０１２：００１９：５０９：４０１
１２：５５１２：４５２１２：３５１２：２５２
１３：５５１３：４５３１３：２０１３：１０３
１４：３５１４：２５４１４：３０１４：２０４
１８：３０１８：２０５１５：０５１４：５５５

１８：５０１８：４０６
※毎月航空ダイヤが変更になりますので、バスダイヤも毎月変更されます。

■乗車料金
大人　２００円　子ども　１００円川東駅、空港とも同額

●お問い合わせ先
未来博協会運営部交通課　�０２４８－８９－１５３４

●当日券もご利用ください

備　　　考

入場料金（消費税含む）

区　　分
入場券の
種　　類

当　日　券
平成１３年７月７日
～９月３０日

３,０００円大 人
普　 通
入 場 券

２,０００円高 校 生

１,５００円小・中学生

●本人に限り、会期中何度でも入
場可能な券（※必ずご本人の顔
写真をお貼りいただきます。）

７,０００円大 人
パスポート券
（全期間通用券）

３,８００円高 校 生

２,８００円小・中学生

●身体障害者手帳等をお持ちの方
●入場日現在満６５歳以上の方

１,６００円大 人
特 別 割 引
入 場 券

１,０００円高 校 生

７００円小・中学生

●１５名以上の団体

２,８００円大 人
一般団体割引
入 場 券

１,７００円高 校 生

１,３００円小・中学生

●小・中・高各学校の教育活動で、
教職員が引率する団体

１,０００円高 校 生学校行事団体
割引入場券 ７００円小・中学生

●夜間開催期間中
　（平成１３年７月２０日～９月３０
日）、午後５時以降入場する方

１,６００円大 人
夜 間 割 引
入 場 券

１,０００円高 校 生

７００円小・中学生
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月　
２９

日
（
予
定
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
公
職

選
挙
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
比
例
代

表
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
今
回
か
ら

候
補
者
名
、
ま
た
は
政
党
名
で
投
票

で
き
る
な
ど
、
有
権
者
が
当
選
さ
せ

た
い
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
は
、
有
権
者
が
国
政
に
参
加

す
る
最
大
の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、

国
民
の
権
利
で
も
あ
り
、
責
務
で
も

あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し

ょ
う
。

　

投
票
の
で
き
る
人
は
、
ま
ず
「
選

挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
参

議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
昭
和　

年
７
月　

日
ま
で
に
生
ま

５６

３０

れ
た
方
で
、
石
川
町
に
引
き
続
き
３

ヶ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
人
。

■
平
成　

年
４
月　

日
ま
で
に
転
入

１３

１１

届
を
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る　

歳
以
上
の
人
。

２０

　

投
票
日
に
仕
事
や
出
張
、
旅
行
な

ど
で
出
か
け
た
り
、
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
当
日
投
票
で
き
な
い
方
は
、
選

挙
の
公
示
日
の
７
月　

日（
木
）か
ら

１２

７
月　

日（
土
）ま
で
不
在
者
投
票
が

２８

で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午

前
８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

３０

す
。
郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
も
っ
て
、

町
選
挙
管
理
委
員
会（
役
場
）に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
身
体
の
不
自
由
な
方
へ

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

障
害
の
程
度
が
一
定
の
条
件
に
該
当

す
る
方
は
「
郵
便
投
票
制
度
」
を
受

け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第第　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

１９１９

投
票
が
で
き
る
人

不
在
者
投
票
は

世
紀
の
は
じ
ま
り
の
年

　

世
紀
の
は
じ
ま
り
の
年
││
│
。
│
。

２１２１投
票
は
素
晴
ら
し
い
時
代
に
す
る

投
票
は
素
晴
ら
し
い
時
代
に
す
る

私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

ま
ず
投
票
！

今
日
一
番
の
晴
れ
仕
事

７
月　

日
が
投
票
の
場
合

２９
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7
月
２９
日
（日曜）

投
票
日

投
票
日
（予定）
�

7
月
２９
日
（日曜）

投
票
日
（予定）
�

公
示
日
／
７
月　

日（
水
）

１２

投
票
時
間
／
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

不
在
者
投
票
は
―
。

不
在
者
投
票
は
―
。

７
月
７
月　

日（
木
）か
ら

日（
木
）か
ら

１２１２

７
月
７
月　

日（
土
）ま
で
の
毎
日

日（
土
）ま
で
の
毎
日

２８２８

時
間
▼
午
前
８
時

時
間
▼
午
前
８
時　

分
か
ら

分
か
ら

３０３０

午
後
８
時
ま
で

　
　
　

午
後
８
時
ま
で

　

５
月　

日
、
石
川
地
方
生
活
環
境

３０

施
設
組
合
で
、
排
ガ
ス
高
度
処
理
施

設
整
備
工
事
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
場
に
は
関
係
者
ら　

人
が
出
席
。

８０

管
理
者
の
西
牧
立
博
町
長
、
塩
田
金

次
郎
県
議
会
議
員
、
同
組
合
議
会
議

長
の
渡
辺
一
雄
町
議
会
議
員
、
瀬
谷

京
子
助
役
ら　

名
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

１１

し
、
西
牧
町
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
同
組
合
の
担
当
者
か
ら
経
過
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
施
工
の
日

立
造
船
㈱
、
施
工
監
理
の
国
際
航
業

㈱
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
運
転
が
開
始
さ
れ

て
い
る
こ
の
施
設
は
、
排
ガ
ス
中
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
ん
だ
ば
い
じ
ん

を
加
熱
脱
塩
素
化
処
理
装
置
（
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
を
分
解
す
る
装
置
）
に
よ

り
、
無
公
害
な
施
設
に
改
築
さ
れ
ま

し
た
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
削
減

　

石
川
地
方
（
石
川
町
・
浅
川
町
・
古
殿
町
・
平
田
村
・
玉
川
村
）
で
構
成
さ

れ
て
い
る
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
で
は
、
清
潔
で
さ
わ
や
か
な
環
境
を

保
つ
た
め
、
平
成　

年
、　

年
、　

年
の
３
ヵ
年
事
業
と
し
て
「
排
ガ
ス
高
度

１０

１１

１２

処
理
施
設
整
備
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
削
減
対
策
）
事
業
」
を
進
め
、
こ
の
た
び
完

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、バ
グ
フ
ィ
ル
タ
設
備
、ガ
ス
冷
却
設
備
な
ど
の
最
新
技
術
を

採
用
し
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
公
害
防
止
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、

周
辺
の
自
然
環
境
、お
よ
び
町
民
の
健
康
を
考
え
た
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
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バ
グ
フ
ィ
ル
タ

排
ガ
ス
中
の
ば
い
じ
ん
は
、バ
グ
フ
ィ
ル
タ
に

よ
っ
て
微
細
な
ば
い
じ
ん
ま
で
取
り
除
か
れ

ま
す
。

減
温
塔

排
ガ
ス
温
度
を
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
に
と
っ
て
望

ま
し
い
温
度
に
ま
で
冷
却
し
ま
す
。
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　右のグラフは、北須川（旧営林署前）
と今出川（合流前）の水質調査におけ
る過去７年間のＢＯＤの経年変化を表
しています。�
　北須川、今出川ともに多少の変動は
ありますが、ほぼ同様な水質で推移し
ています。�
　社川にあてはめられている環境基準（Ａ
類型２mg/r以下）と比較してみると、
平成12年度の調査結果では猫啼橋地点
で2.1と若干基準を上回っていますが、
合流地点付近では昨年より環境基準を
達成しており、改善の兆しも見えてい
ます。�
　今出川の上流部におけるＢＯＤの平
均値は中学校前地点で1.2と低い値で
あること、また、全窒素、全リン、大
腸菌群数などの項目についてもほぼ同
様の傾向にあることから、下流に行く
ほど市街地からの生活廃水等の流入が
水質の動向に大きな影響を与えている
ことがわかります。�

北須川、今出川の水質状況�

16

　

文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭

教
育
を
応
援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は

大
変
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

た
め
の
「
子
育
て
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

間
違
っ
た
行
い
は
し
っ
か
り
し
か
る
、

と
決
め
よ
う
。

　
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
」「
ル
ー

　
２６

ル
を
守
ら
な
い
」
と
い
う
人
は
、
人
か

ら
信
頼
さ
れ
ず
、
キ
ラ
わ
れ
ま
す
よ
ね
。

子
ど
も
が
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
と
き
、

ち
ゃ
ん
と
正
さ
な
い
と
、
そ
れ
で
い
い

の
だ
と
勘
違
い
し
た
、
困
っ
た
人
に
育

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
の
子
だ
け
良
け
れ
ば
よ
い
」と

い
う
考
え
方
（
利
己
主
義
）
は
や
め
て
、

間
違
っ
た
こ
と
は
愛
情
を
も
っ
て
本
気

で
叱
り
、
正
し
く
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
親
自
身
も
ル
ー
ル
に
反
す
る

こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　

子
ど
も
に
信
頼
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る

親
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
。

正
し
い
し
つ
け
が

子
ど
も
へ
の

最
大
限
の
贈
り
物
か
も

家
庭
教
育

手
帳
 

― 

し
つ
け 
―
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戦
況
が
ひ
っ
迫
し
た
一
九
四
五
（
昭
和
二
○
）
年
陸
軍
は
、
沢
田
地
内
に
突
然
飛
行

場
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
「
郷
土
の
歴
史
」
愛
好
会
（
会
長
三
森
和
典
氏
）
一

○
名
の
方
が
飛
行
場
跡
を
調
査
し
、
関
係
者
の
証
言
を
集
め
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

町
の
戦
争
の
歴
史
資
料
と
し
て
貴
重
で
す
。
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

本
土
決
戦
に
備
え
沢
田
飛
行
場
建
設

れ
、
急
き
ょ
兵
を
召
集
し
設
定
に
当
た

っ
た
。
沢
田
の
方
々
の
人
情
豊
か
な
心

に
接
し
た
こ
と
が
今
懐
か
し
い
。

※
山
田
さ
ん
は
根
岸
の
小
林
フ
ミ
子
さ
ん
宅
に
。

石
川
さ
ん
は
当
時
中
学
生
だ
っ
た
村
越
伝
さ
ん

宅
に
。
宿
泊
し
て
い
た
関
係
で
、
現
在
も
親
交

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

民
家
に
分
宿
。
私
ら
は
小
林
亀
治
さ
ん

宅
の
土
蔵
に
。
本
家
の
一
郎
さ
ん
宅
へ

毎
晩
、
風
呂
も
ら
い
に
行
っ
た
。
時
々

夕
食
を
よ
ば
れ
た
。
重
機
は
ほ
と
ん
ど

な
く
手
作
業
だ
っ
た
。
転
圧
の
ロ
ー
ラ

ー
は
ヒ
ュ
ー
ム
管
に
鉄
パ
イ
プ
を
入
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
た
も
の
に
網
を

付
け
、
二
○
人
位
で
引
っ
ぱ
っ
た
。
炎

天
下
引
く
中
学
生
は
大
変
苦
労
し
た
。

終
戦
の
放
送
は
小
林
さ
ん
宅
で
聞
い
た
。

同
月
十
七
日
黒
磯
の
本
隊
に
帰
隊
し
た
。

●
石
川
昌
氏
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

　

部
隊
は
東
部
三
三
五
九
飛
行
場
設
定

部
隊
。
隊
長 
四  
分  
一 
陸
軍 
大  
尉 
（
新
潟

し 

ぶ 
い
ち 

た
い 
い

出
身
）
将
校
一
三
名
（
民
泊
）
下
士
官

一
五
名
、
二
○
○
名
位
か
。
私
は
黒
磯

飛
行
場
へ
特
攻
隊
員
と
し
て
配
置
さ
れ

て
い
た
が
既
設
飛
行
場
は
爆
撃
さ
れ
た

の
で
、 
秘  
匿 
飛
行
場
の
設
定
を
命
じ
ら

ひ 
と
く

　

直
線
の
県
道
に
平
行
し
て
建
設
さ
れ

た
滑
走
路
（
長
さ
一
八
五
○
�
、
幅
一

○
○
㍍
ほ
ど
。
図
参
照
）
は
陸
軍
の
建

設
隊
と
動
員
さ
れ
た
石
川
中
学
校
と
県

内
の
中
学
校
（
主
に
三
年
生
）
近
辺
の

国
民
学
校
高
等
科
の
生
徒
、
徴
用
さ
れ

た
青
年
数
百
名
に
よ
っ
て
四
月
か
ら
突

貫
工
事
で
進
め
ら
れ
、
七
月
末
に
は
ほ

ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
関
係
者
は
次
の
よ

う
に
証
言
し
て
い
ま
す
。

●
山
田
庚
作
氏
（
新
潟
県
十
日
町
市
）

　

部
隊
は
第
六
航
空
隊
地
上
設
定
隊
で

仙
台
の
工
兵
第
ニ
連
隊
で
結
成
（
召
集

兵
が
大
半
）
一
箇
中
隊
二
○
○
名
位
。

沢
田
国
民
学
校
が
本
部
。
兵
、
分
隊
付

 
下 
士
官
の
宿
舎
。
部
隊
長
ら
は
村
長
近

か藤
精
一
さ
ん
宅
に
、
本
部
付
下
士
官
は

・
軍
は
空
か
ら
畑
と
区
別
が
つ
か
な
い

よ
う
に
と
、
滑
走
路
の
脇
に
芝
生
を
植

え
た
。
移
動
で
き
る
小
屋
も
置
い
て
擬

装
し
た
。
・
地
下 
壕 
を
造
り
、
燃
料
弾

ご
う

薬
を
隠
し
た
。
・
林
の
中
に
飛
行
機
を

隠
す
場
所
を
造
っ
た
。
・
敷
き
固
め
た

砂
利
は
阿
武
隈
川
か
ら
上
げ
て
馬
車
で

運
ん
だ
。
・
動
員
さ
れ
て
き
た
安
積
中
、

福
島
中
、
田
村
中
学
な
ど
の
生
徒
は
近

く
の
学
校
に
宿
泊
し
た
。
空
腹
と
し
ら

地
元
の
人
た
ち
の
証
言

元
建
設
隊
員
の
証
言

み
に
悩
ま
さ
れ
た
。
・
飛
行
場
造
り
の

こ
と
を
石
中
生
が
満
州
国
大
連
（
現
中

国
東
北
部
）
の
姉
に
手
紙
を
出
し
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
が
検
閲
さ
れ
郡
山
憲
兵
隊

に
出
頭
を
命
じ
ら
れ
厳
重
に
注
意
さ
れ

た
。
・
練
習
機
が
三
回
着
陸
し
た
が
本

格
的
に
使
用
し
な
い
ま
ま
終
戦
。
軍
は

爆
弾
を
山
林
な
ど
に
埋
め
た
。
・
そ
の

後
、
進
駐
軍
が
来
て
二
五
○
�
爆
弾
を

二
、
三
発
処
理
し
た
。
・
元
の
畑
に
取

り
戻
す
の
に
数
年
か
か
っ
た
。
現
在
滑

走
路
の
跡
に
沢
田
中
が
建
っ
て
い
る
。

※
こ
の
冊
子
に
は
、飛
行
場
の
ほ
か
、地
名
の
い

わ
れ
、古
木
、昔
の
食
べ
物
が
載
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
沢
田
地
区
公
民
館
へ
�
２
６

―
０
６
９
６

①
兵
舎
（
旧
沢
田
小
学
校
）

②
炊
事
場
（
根
本
理
容
店
隣
、
元
の
農
協
の
所
）

③
医
務
室
（
元
農
協
の
宿
直
室
）

④
通
信
所
（
古
内
の
鈴
木
利
雄
さ
ん
宅
）

⑤ 
蹄  
鉄 
（
馬
の
足
に
つ
け
る
金
具
）
鍛
冶
の
あ

て
い 
て
つ

っ
た
所

⑥
厩
舎
（
馬
小
屋
）
の
あ
っ
た
所

⑦
牛
を
繋
い
で
お
い
た
所

⑧
後
で
造
っ
た
兵
舎（
俗
に
三
角
兵
舎
と
呼
ぶ
）

⑨
地
下
壕
（
根
本
常
松
さ
ん
宅
西
隣
、
当
時
小

さ
な
山
が
あ
っ
た
が
今
は
平
地
に
な
っ
て

い
る
）

⑩
通
信
所
（
佐
川
泰
治
さ
ん
宅
の
隣
）

⑪
誘
導
路（
飛
行
機
を
山
へ
隠
す
た
め
運
ぶ
道
）

⑫
飛
行
機
を
隠
す
場
所

⑲
○２１
 

終
戦
時
に
爆
弾
を
埋
め
た
場
所

沢田飛行場、別名・棚倉飛行場沢田飛行場、別名・棚倉飛行場
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

５
月　

日
、
東
京
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

２０

で
東
京
い
わ
き
石
川
会
の
総
会
、
交
歓

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
東
京
都
及
び
そ
の
近
郊

に
在
住
す
る
、
石
川
町
出
身
者
の
会
員

１
０
８
人
の
ほ
か
、
本
町
か
ら
の
参
加

者
を
含
む
約
１
５
０
人
が
出
席
し
、
事

務
局
か
ら
平
成　

年
度
の
事
業
計
画
、

１３

予
算
な
ど
の
提
案
が
だ
さ
れ
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
石
川
教
習
所
で
第　

回

１４

２０

交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

い
わ
き
石
川
青
年
会
議
所
（
佐
川
正

人
理
事
長
）
の
主
催
で
、
交
通
事
故
か

ら
交
通
弱
者
の
新
入
児
童
を
守
る
た
め
、

町
内
８
つ
の
小
学
校
、
郡
内　

小
学
校

１４

を
含
む　

校
か
ら
小
学
１
年
生
と
石
川

２２

養
護
学
校
の
児
童
合
わ
せ
て
約
５
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

信
号
の
あ
る
交
差
点
で
の
横
断
歩
行

の
仕
方
、
車
の
か
げ
か
ら
の
歩
行
訓
練

や
巻
き
込
み
事
故
、
飛
び
出
し
事
故
の

実
験
を
見
学
し
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し

さ
を
熱
心
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
本
部
か
ら
応
援
に
駆
け

つ
け
た
白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
が
大
人
気

で
、
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
感
心
し
な
が
ら
交
通
安
全
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

花名＝ガーベラ

�
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
に
釘
づ
け
�

　
　
青
年
会
議
所
が
交
通
安
全
教
室ふ

る
さ
と
を
想
い

　

�
東
京
い
わ
き
石
川
会
�

　
　
　
　

交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー

　

総
会
終
了
後
の
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
石
川
町
の
温
泉
一
泊
無
料
宿
泊
券

な
ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
や
久

米
マ
リ
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ

り
大
盛
況
で
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
後
に
は
、
全
員
が

石
川
町
の
お
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、

三
芦
盆
唄
に
あ
わ
せ
、
大
き
な
輪
を
つ

く
り
盆
踊
り
を
す
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と

を
想
い
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。
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５
月　

日
、
八
幡
屋
で
「　

世
紀
へ

２６

２１

の
伝
言
」
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

作
家
・
歌
人
の
辺
見
じ
ゅ
ん
さ
ん
が

講
師
を
務
め
た
自
分
史
講
座
の
会
員　
３０

名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
史
を
執
筆
し
て

出
版
し
た
も
の
で
、
県
内
各
地
の
会
員

ら
が
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

自
分
史
講
座
代
表
の
務
川
裕
子
さ
ん

（
新
町
）
が
「
み
ん
な
充
実
感
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
辺
見
先
生
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
辺
見
先
生
に
花

束
や
特
製
の
陶
器
の
ペ
ン
立
て
が
贈
ら

れ
、
西
牧
立
博
町
長
、
会
員
で
も
あ
る

瀬
谷
京
子
助
役
、
吾
妻
幹
廣
教
育
長
が

祝
辞
を
述
べ
、
和
や
か
に
懇
談
し
て
い

ま
し
た
。

　

本
は
四
六
判
、
２
５
８
�
、
県
内
各

書
店
で
販
売
、
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月　

日
、
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
石

２６

川
の
石
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
１
日
だ
け
の

ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
放
送
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

「
実
現
し
よ
う
・
Ｆ
Ｍ
き
ら
ら
開
局
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ス
ウ
ィ
ン
グ　

の
主
催
で
、
特
設
ス

２２

テ
ー
ジ
で
は
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
ヨ
サ
コ

イ
踊
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
菊
池
章
夫
さ
ん

（
塩
沢
）
の
司
会
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
の

模
様
を
生
中
継
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
出
店
に
は
、
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
、
菊
池
章
夫
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、
町
内
外
か
ら
約
２
、
０
０
０
人

が
来
場
し
、
夕
涼
み
し
な
が
ら
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
７
日
、
野
木
沢
地
区
公
民
館
で

開
講
し
た
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
か
わ
き
り
に
、

町
内
６
公
民
館
で
講
習
会
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
国
か
ら
約
２
、
８
０
０
万
円

の
補
助
を
得
て
、
１
７
１
台
の
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、
中
央
公
民
館
に

　

台
、
地
区
公
民
館　

台
ず
つ
配
置
し

４０

２０

ま
し
た
。
各
公
民
館
で
は
４
月
、
５
月

に
か
け
て
受
講
申
込
み
を
受
け
付
け
た

と
こ
ろ
申
し
込
み
が
殺
到
。
２
、
３
日

で
定
員
の　

名
に
達
し
ま
し
た
。

２０

　

参
加
者
は
趣
味
や
仕
事
に
活
用
し
た

い
と
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
若
い

人
か
ら
高
齢
者
ま
で
熱
心
に
学
習
し
て

い
ま
す
。
１
講
座
を
２
時
間
ず
つ
６
回

に
区
切
り
、
基
本
操
作
か
ら
簡
単
な
文

書
作
成
、
実
際
に
通
信
回
線
を
使
っ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
ま
で

の
講
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

辺
見
じ
ゅ
ん
さ
ん
の
指
導
の
も
と

　
　

�　

世
紀
へ
の
伝
言
�を
出
版

２１

�
Ｉ
Ｔ
講
習
会
�に
申
し
込
み
殺
到 �

Ｆ
Ｍ
き
ら
ら
�
開
局

　
　

菊
池
章
夫
コ
ン
サ
ー
ト

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�



・12

青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
白
河
市
の
�
も
り
も
と
鈑

金
・
塗
装
で
車
体
整
備
士
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

休
日
な
ど
は
、
友
人
と
一
緒
に
県
内

外
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

�
も
り
も
と
鈑
金
・
塗
装
に
入
社
し

て
３
年
目
に
な
る
の
で
、
さ
ら
に
上
の

技
術
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

荒
川　

馨
さ
ん（　

歳
）●
渡
里
沢

２３

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

　

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
を
利
用
し
た

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

★
最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

明
る
く
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
。

　

６
月
号
の
掲
載
者
の
氏
名
は
、小
木
か
お
り

さ
ん
の
誤
り
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
は
荒
川
さ
ん
の
紹
介
で

三
瓶　

洋
子
さ
ん
で
す
。

母畑字湯前�

添田　元則さん�

茨城県大子町�

茨
城
県
大
子
町

茨
城
県
大
子
町�

茨
城
県
大
子
町�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す

か
　

水
と
緑
に
包
ま
れ
た
美
し
い
自
然

郷
で
、日
本
三
大
ば
く
布
の
一
つ「
袋

田
の
滝
」
を
は
じ
め
、
県
内
最
高
峰

の
「
八
溝
山
」、
県
内
唯
一
の
温
泉
郷

「
袋
田
温
泉
」、ア
ユ
釣
り
や
キ
ャ
ン

プ
場
で
有
名
な
「
久
慈
川
」
な
ど
、

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
、
人
口
約
２

万
５
千
人
の
茨
城
県
大
子
町
で
す
。

特
産
名
産
と
し
て
、
花
木
鳥
の
花
に

な
っ
て
い
る
お
茶
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

ユ
バ
が
有
名
で
す
。

　

山
間
地
域
の
農
業
中
心
の
町
で
、

近
年
は
人
口
の
流
出
の
悩
み
も
あ
り
、

定
住
と
地
域
経
済
の
活
性
化
が
最
大

の
課
題
な
ど
、
石
川
町
と
似
て
い
る

所
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
４
月
に
来
ま
し
た
。

４１

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

当
時
は
道
路
の
整
備
が
悪
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
故
郷
よ
り
は
交
通
、

買
い
物
な
ど
で
不
便
な
と
こ
ろ
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
地
域
性
も
故
郷

と
同
じ
よ
う
な
感
じ
で
す
が
、
方
言

で
分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
り
戸
惑
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

後
継
者
で
あ
る
長
男
長
女
が
流
出

し
な
い
、
若
者
が
い
き
い
き
と
働
け

る
地
域
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら

れ
た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



13・

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
５
人
授
か
り
、
孫
が
７
人

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

宣
昭
さ
ん

　

宣
昭
さ
ん　

第
２
次
世
界
大
戦
で
兄

が
戦
死
し
た
た
め
家
業
を
継
ぎ
、
私
た

ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。

２４

戦
後
の
困
窮
の
時
代
を
２
人
で
力
を
合

わ
せ
無
我
夢
中
で
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

山
々
を
開
墾
し
て
牧
草
畑
を
つ
く
っ
て

酪
農
を
営
み
、
昭
和　

年
代
に
は
農
業

４０

改
良
推
進
員
な
ど
を
務
め
な
が
ら
地
域

で
初
め
て
直
播
に
よ
る
水
稲
栽
培
な
ど

を
試
み
ま
し
た
。
ま
た
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
民
間
企
業
に
約　

年
間
勤
務
し

１５

ま
し
た
。

英
子
さ
ん

　

英
子
さ
ん　

健
康
第
一
で
、
家
族
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

宣
昭
さ
ん

　

宣
昭
さ
ん　

温
泉
旅
行
、
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
む
こ
と
で
す
。
ま
た
、
古
文
書
、

表
装
、
ふ
る
さ
と
自
慢
講
座
な
ど
の
公

民
館
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

　

今
出
川
の
桜
並
木
や
石
尊
山
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
教
育
環
境

の
充
実
で
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

近藤　宣昭さん（73歳）�
英子さん（73歳）�
住所：沢井字打出�

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

小林　 聖 弥   　ちゃん
せい や

立ケ岡　　　　　　　　　　
達也さん・真由美さんの長男
平成１２年１２月１２日生まれ　　

「いつもニコニコ�素直で明
るい元気な子に育ってね！い
ちに、いちにと歩んでね。」

遠藤　菜    々  　ちゃん
な な

矢ノ目田　　　　　　　　
勇喜さん・祐子さんの長女
平成１２年２月９日生まれ　

「いつも笑顔をありがとう。
これからも明るく元気に育
ってね。」

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
、
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
分
野

に
お
け
る
雇
用
機
会
の
創
出
お
よ
び
介

護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
の
た

め
、
助
成
お
よ
び
援
助
に
関
す
る
説
明

会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

●
郡
山
会
場

　

場
所　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　

日
時　

平
成　

年
７
月
７
日（
土
）

１３

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
い
わ
き
会
場

　

場
所　

い
わ
き
市
労
働
福
祉
会
館

　

日
時　

平
成　

年　

月　

日（
金
）

１３

１１

１６

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

　

福
島
支
部

　

�
０
２
４
―
５
２
３
―
１
８
７
１

五
十
嵐
さ
ん
を

８
０
２
０
に
認
定

長
田
さ
ん
を
水
郡
線

営
業
所
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

に
選
定

介
護
雇
用
創
出
助
成
金

に
関
す
る
説
明
会

　

県
と
県
歯
科
医
師
会
で
は
「　

歳
で

８０

　

本
の
歯
を
残
そ
う
」
を
生
涯
の
健
康

２０目
標
と
す
る
８
０
２
０
運
動
と
し
て
、

十
分
機
能
し
て
い
る
歯
を　

本
以
上
保

２０

持
し
て
い
る　

歳
以
上
の
方
を
表
彰
す

８０

る
「
歯
っ
ぴ
い
ラ
イ
フ
８
０
２
０
」
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
、
第
９
回
歯
っ
ぴ
い
ラ

１２

イ
フ
８
０
２
０
に
、
五
十
嵐
信
幸
さ
ん

（
双
里
字
七
鍬
石
）
を
認
定
者
と
し
て

認
定
証
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご

要
望
を
モ
ニ
タ
ー
会
議
な
ど
で
述
べ
る
、

平
成　

年
度
水
郡
線
営
業
所
サ
ー
ビ
ス

１３

モ
ニ
タ
ー
に
、
長
田
壽
真
子
さ
ん
（
猫

啼
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど

は
、
長
田
さ
ん
（
�
２
６
―
８
９
５
０
）

を
通
し
て
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

第　

回
消
防
ち
び
っ
子

１１
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
２
０
０
１

'

　

須
賀
川
消
防
署
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
消
防
庁
舎
を
開
放
し
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、
災
害
時
に

お
け
る
身
の
守
り
方
な
ど
を
学
ん
で
も

ら
う
「
第　

回
消
防
ち
び
っ
子
フ
ェ
ス

１１

テ
ィ
バ
ル　

２
０
０
１
」
を
開
催
し
ま

す
。

●
日　

時　

平
成　

年
８
月
５
日（
日
）

１３

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

●
場　

所　

須
賀
川
消
防
署

●
内　

容　

ハ
シ
ゴ
車
試
乗
体
験
コ
ー

ナ
ー
ほ
か

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
消
防
署

　

�
０
２
４
８
―
７
６
―
３
１
９
６

�

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
会
津

学
校
見
学
会

　

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
会
津
こ
と
県
立
会

津
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
入
学
を
希

望
す
る
高
校
生
は
も
と
よ
り
、
広
く
県

●日　時　　平成１３年８月２０日（月）　午後１時～午後５時
　　　　　　　　　　８月２１日（火）　午前９時～午後１時
●会　場　　八幡屋（石川町母畑温泉）
●内　容　　◆講演１「一斉読書、読み聞かせ、読書へのアニマシオン」
　　　　　　国立教育政策研究所　総括研究官　有元　秀文氏
　　　　　　◆講演２「読み聞かせから自発的な自由読書へ」
　　　　　　児童文学家・編集者・福音館書店相談役・教文館取締役
　　　　　　松居　直氏
　　　　　　◆実践報告、分科会など
●主　催　　朝の読書ネットワーク福島、石川文化フォーラム
●お問い合わせ先
　県立あさか開成高校 庄司 一幸 ０２４―９４５―５４７３

���������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

児童文学者岩崎京子先生
石川町に応援のため来町

（８／２１）　

●期間　平成１３年８月１９日（日）
　　　　　　　　　～２１日（火）
●場所　中央公民館

手づくり絵本展ｉｎふくしまと
かんたん絵本の作り方講演会

テーマ『21世紀を創造する読書指導のあり方』�

《うつくしま未来博タイアッププログラム事業、上廣倫理財団講師派遣補助事業》�
�
�

案
内
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交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！　　　　●町づくりにあなたの声を！
　　　　　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
　　　働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつく
ります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

相
談

民
の
皆
さ
ん
に
同
校
の
教
育
内
容
を
理

解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
学
校
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

平
成　

年
７
月　

日（
土
）

１３

２８

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場　

所　

県
立
会
津
高
等
技
術
専
門

校●
内　

容　

各
科
授
業
内
容
の
紹
介
、

実
習
機
材
の
展
示
、
入
学
試
験
関
係
情

報
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
会
津
高
等
技
術
専
門
校

　

�
０
２
４
１
―
２
７
―
３
２
２
１

●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育
課・生涯学習係までお問い合わせください。

� 26－ 9136

場　所内　　　容月　日
クリスタルパーク石川中学生ハンドボール大会県南大会

７／１
町民グラウンド高原杯野球大会
沢田地区公民館パソコン教室（ＩＴ講習）開講式７／２
農業構造改善センターほか塩沢区民スポーツ大会７／３
クリスタルパーク石川山形区スポーツ大会

７／８
町民グラウンド理事長杯Ｃリーグソフトボール大会
町民グラウンド会長旗野球大会７／１５
町民グラウンド岡崎杯ソフトボール大会石川郡大会７／２２
クリスタルパーク石川世界青年の村 in いしかわ　開村式７／２６

町民グラウンドクリスタル杯高校ソフトボール大会７／２８
　～３０

クリスタルパーク石川親子スポーツ大会７／２９
町民グラウンド石川郡ゲートボール大会８／３

町民グラウンドほか石川夏祭り（縁日・花火大会）８／５
　～６

間
申
告
・
納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
を
滞
納
す
る
と
、
延
滞

税
が
加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
財
産
差
押
え

等
の
処
分
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署
総
務
課

　

�
０
２
４
８
―
７
５
―
２
１
９
４

●
相
談
日　

７
月
６
日（
金
）、　

日
１７

（
火
）、　

日（
金
）

２７

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

●
相
談
日　

７
月　

日（
火
）

２４

●
場　

所　

役
場
宿
直
室

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�
２
６
―
２
１
１
４

未
成
年
者

飲
酒
防
止
の
推
進

●
未
成
年
者
の
飲
酒
に
関
す
る
法
律

　

未
成
年
者
の
飲
酒
は
「
未
成
年
者
飲

酒
禁
止
法
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
に
は
「
未
成
年
者
の
飲
酒

を
止
め
る
義
務
」、酒
類
を
扱
う
販
売
業

者
な
ど
に
は
「
未
成
年
者
が
自
ら
飲
む

酒
を
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
」
が

あ
り
ま
す
。

消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
期
限
内
納
付

　

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で

す
。
日
ご
ろ
か
ら
納
税
の
た
め
の
資
金

や
納
付
の
期
限
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

特
に
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
、

最
終
的
に
は
消
費
税
が
負
担
す
る
預
り

金
的
性
格
の
税
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

き
ち
ん
と
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

個
人
事
業
者
の
方
は
翌
年
３
月
末
日

ま
で
に
、
法
人
の
場
合
に
は
課
税
期
間

の
末
日
の
翌
日
か
ら
２
ヶ
月
以
内
に
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税

額
と
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
前
課
税
期
間
の
確
定
消
費
税

額
が　

万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
中

４８

お
詫
び
と
訂
正

　

6
月
号
・
6
ペ
ー
ジ
「
地
域
の

環
境
を
見
つ
め
ま
す
」
の
な
か
で
、

環
境
監
視
員
を
平
成　

年
度
に
設

１２

置
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成　
１３

年
度
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

〔ウォーキング実践講座の案内〕�
きれいに歩いて体脂肪を減らしましょう�
●日　　時　平成１３年８月８日（水）
　　　　　　午後１時３０分～３時３０分
●場　　所　石川町勤労青少年ホーム
　　　　　　（保健センター隣り）
●対　象　者　①体脂肪が３０％以上の人
　　　　　　②ふだんから運動不足と思う人
　　　　　　③ウォーキングに興味のある人
●申し込み　７月末日締め切り
　　　　　　保健センター　�２６－８４１６

自然素材、甘さ控えめの�
手づくりおやつをどうぞ！�
　今年から保健センターで、１歳児検診やひまわり
教室などでおやつづくりをお手伝いしています。�
　子どもが小さいうちに特に、自然の素材を生かし、
甘さを控えてできる手づくりおやつは、心も育てて
もらえるようで、作っていても楽しくなります。�
�

《かぼちゃ蒸しケーキ》�
�
★材　料�
　ホットケーキミックス　　　　１袋�
　砂糖（なくてもおいしい）�
　バター　　　　　　　　　　　10ｇ�
　かぼちゃ　　　　　　　　　 150ｇ�
　牛乳（ミックスの分量に合わせて）�
　卵　　　　　　　　　　　　　１個�
�
★作り方�
　①かぼちゃは小さく切って柔らかくゆでます。�
　②ホットケーキミックスに牛乳、卵をいれて混
ぜます。�

　③②に①を混ぜてアルミカップにいれて蒸し器
で蒸して出来上がり。�

消
費
者
契
約
法
の

ポ
イ
ン
ト

●
は
じ
め
に

「
消
費
者
契
約
法
」
が
本
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
消

費
者
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

●
な
ぜ
制
定
さ
れ
た
の
か

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ
ら

れ
る
契
約
被
害
の
増
加
が
著
し
く
、
平

成
元
年
か
ら
比
べ
て
も
３
倍
以
上
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
度

１０

に
は
、
消
費
者
被
害
の　

％
以
上
が
契

８０

約
問
題
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

深
刻
な
契
約
被
害
の
実
状
か
ら
「
す
べ

て
の
消
費
者
契
約
を
適
正
化
す
る
た
め

の
民
事
ル
ー
ル
が
必
要
」
と
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

で
は
、
契
約
に
関
し
て
、
な
ぜ
こ
ん

な
に
も
多
く
の
消
費
者
被
害
が
発
生
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
相
談
事
例
の
被
害

理
由
は
、
契
約
し
て
み
た
ら
「
こ
ん
な

は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
契
約
さ
せ

ら
れ
た
」
と
い
う
も
の
に
分
類
で
き
ま

す
。

　

業
者
は
「
い
ら
な
け
れ
ば
契
約
し
な

け
れ
ば
い
い
。
契
約
し
た
以
上
は
消
費

者
の
責
任
だ
」
と
い
い
ま
す
。
で
は
、

な
ぜ
契
約
し
た
ら
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

契
約
は
「
相
手
と
の
約
束
だ
か
ら
」
で

す
。
内
容
に
納
得
し
て
、
自
分
の
自
由

意
思
で
相
手
と
約
束
し
た
ら
、
相
手
に

対
し
て
守
る
義
務
を
負
う
、
と
い
う
現

代
の
市
民
社
会
の
常
識
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
契
約
内
容
が
説
明
さ
れ
て
い
な

い
た
め
知
ら
な
か
っ
た
場
合
や
、
自
分

の
自
由
意
思
で
は
な
く
相
手
に
押
し
つ

け
ら
れ
た
場
合
ま
で
契
約
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
不
当
と
い
う
べ
き

で
す
。

　

対
等
な
当
事
者
間
な
ら
、
情
報
も
交

渉
力
も
対
等
な
の
で
、
売
り
手
が
買
い

手
に
説
明
す
る
必
要
は
な
い
の
は
当
然

で
す
。
し
か
し
、
消
費
者
契
約
は
、
業

者
が
開
発
し
た
商
品
を
業
者
が
決
め
た

取
引
内
容
（
契
約
内
容
、
約
款
）
に
よ

り
大
量
販
売
す
る
の
で
、
情
報
は
対
等

で
は
な
い
し
交
渉
力
に
も
圧
倒
的
な
格

差
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
多
く

の
消
費
者
被
害
が
発
生
し
、
こ
れ
は
個

人
的
な
努
力
で
防
止
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
民
法
ル
ー
ル
を
修

正
し
て
情
報
格
差
・
交
渉
力
格
差
を
是

正
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
す
。

合計（人）極度の肥満肥　満軽度の肥満境界域適　性

１，９８３９４２４８５１２３５０７７９合　計

１００％４％１３％２６％１８％３９％構　成

合計（人）７０代以上６０代５０代４０代３０代参　加

人　数 １，９８３５２５７３２４２０２６６４０

　この表は、５月の健診で測定した、１，９８３人の体脂肪の結果
です。適正、境界域の方は、今までのように健康的に身体を
動かして仕事や運動を続けていくことをお勧めします。しか
し、肥満と極度の肥満となった方は、生活習慣病予防のため
に、食習慣の改善や、積極的に運動を生活の中に取り入れる
など、何かを始められることをお勧めします。
　もうすぐ健診結果も返ってきます。血液の結果などと照ら
し合わせて心配なことがあり、ぜひ生活習慣を改善したい方
は、保健婦、栄養士などをご活用ください。
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戸
籍
の
窓
口�

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

31

5

5

13

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

矢
内　

華
奈
（
功　

一
・
悦　

子
）
矢
ノ
目
田

山
下
恵
利
子
（
益　

夫
・
恵　

子
）
双　

里

�
橋　
　

涼
（
正　

之
・
さ
ゆ
り
）
坂　

路

佐
川　
　

麗
（　

拓　

・
真　

美
）
形　

見

清
野　

友
稀
（
武　

吉
・
美　

樹
）
赤　

羽

大
川
内
沙
彩
（
英　

二
・
さ
お
り
）
母　

畑

永
沼　

幸
晟
（
幸　

喜
・
貴　

子
）
湯
郷
渡

菊
池　

百
夏
（
浩　

一
・
直　

美
）
赤　

羽

高
原　

涼
佳
（
一　

紀
・
節　

子
）
板　

橋

梅
津　

愛
海
（
辰　

也
・
裕　

子
）
鹿
ノ
坂

林　
　

捺
稀
（
一　

也
・
さ
ち
恵
）
立
ヶ
岡

林　
　

瑞
稀
（
一　

也
・
さ
ち
恵
）
立
ヶ
岡

三
森　

愛
斗
（
重　

光
・
和　

子
）
成　

亀

西
牧　

美
羽
（
一　

三
・
久
美
子
）
秋　

台

今
月
の
納
期�

国
民
年
金
（
7
月
分
）�

※
７
月
２５
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

固
定
資
産
税
（
2
期
分
）�

国
民
健
康
保
険
税（
１
期
分
）�

　５月２６日、南山形小学校で運動会が行わ
れました。児童、保護者、お年寄りなどま
で参加して楽しんでいました。

保だより�

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

〔〔 　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

角
田　

正
勝 

谷　

沢

溝
井　

憲
子 

浅
川
町

近
内　

俊
雅 

中　

野

遠
藤　

愛
子 

矢
ノ
目
田

西
牧　

賢
宏 

石　

塚

遠
藤　

さ
ゆ
り 

大
玉
村

霊
よ
安
ら
か
に�

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

塩
沢　

ヨ
シ
ノ 

矢
ノ
目
田

小
木　

ユ
キ 

板　

橋

桑
沢　

ミ
ツ 

双　

里

�
田　

清 

下　

泉

三
森　

タ
カ 

中　

田

関
根　

キ
ン 

母　

畑

相
樂　

晴
子 

双　

里

小　
　
 

矢
ノ
目
田

吉
田　

善
助 

沢　

井

緑
川　

八
十
次 

当　

町

會
田　

重
雄 

鹿
ノ
坂

宗
形　

サ
ワ 

曲　

木

城
野　

政
勝 

高　

田

佐
藤　

繁
二 

古　

舘

添
田　

ナ
ミ 

北
山
形

添
田　

カ
ツ 

北　

山

小　
　

美
譽 

山　

形

木
戸　

龍
雄 

沢　

井

栗
原　

善
治 

北　

山

遠
藤　

マ
サ 

赤　

羽

〔

　わたしたちの納める保険税は、国などの補助金とと
もに、病気やけがをしたときの医療費や、出産育児一
時金、葬祭費などの給付に用いられています。わたし
たちの健康を守る国保の大切な財源なのです。

　　保険税は世帯ごとに納めます　
　保険税の納付通知書は世帯主宛に送られます。世帯
主自身がサラリーマンなどの国保の被保険者でなくても、世帯主には期限内に保
険税を納める義務があります。

　　保険税の納付はかんたんで便利な口座振替で！　
　日頃忙しい人や、不在がちな人などついうっかり忘れてしまいがちな人には、
口座振替による保険税納付をおすすめします。

●口座振替のポイント

　１．納め忘れがありません。
　２．わざわざ納めにいく手間がはぶけます。
　３．一度手続きをすると毎年継続されます。

●申し込みの手続き

　１．あなたの預金口座のある金融機関（銀行、信用金庫、農協など）で取り扱
います。

　２．印かん、預金通帳、保険税の納付書を持参してください。
　３．金融機関で「口座振替依頼書」に必要事項を記入し、申し込んでください。

保険税は
納期内に納めましょう

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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編

集

後

記

�

・

�

・

�

・

�

町の人口�
住民基本台帳�
（6月1日現在）�

19,724人（－  1）�

 　9,659人 （＋  5）�

 10,065人（－  6）�

 　5,574戸 （＋11）�

 （　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　「豊かな心を持ち、自ら考え、
たくましく生きる子ども」を教育
目標に、62名の児童が木造りの
温かみのある校舎で、毎日元気に
過ごしています。�

　
大
き
な
さ
つ
ま
い
も
を
ほ
っ
て

び
っ
く
り
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
お

い
し
く
見
え
る
よ
う
に
、
さ
つ
ま

い
も
の
色
を
工
夫
し
ま
し
た
。�

　
雲
の
上
に
行
っ
た
ら
ワ
ニ
が
き

て
、
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
遊
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
描
き
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
動
き
を
し
て
い
る
友
だ

ち
も
描
き
ま
し
た
。�

172

「
た
く
さ
ん
あ
っ
た
　
さ
つ
ま
い
も
」�

「
雲
の
上
で
　
遊
ん
だ
よ
」�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷
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５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
、
各
地

区
で
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
約
２
３

０
名
の
出
席
。
一
人
ひ
と
り
の
貴
重
な

ご
意
見
が
今
後
の
町
政
に
反
映
さ
れ
、

元
気
の
で
る
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
な

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
近
、
大
人
、
少
年
に
か
か
わ
ら
ず

悪
質
な
事
件
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま

た
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
も
多
様
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
な
か
で
も
乳
幼

児
の
虐
待
、
殺
人
の
事
件
が
増
え
て
い

ま
す
。
な
ぜ
わ
が
子
を
イ
ジ
メ
た
り
、

死
に
追
い
や
っ
た
り
で
き
る
の
か
疑
問

に
な
り
ま
す
。　　
　
　
（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年7月7日～　　　�
　　　　9月30日まで開催�

　東アジア各地に自生していま
す。わが国へは1817年に岡山
県で導入・試作され、明治20年
北海道に導入しました。6月～9
月にかけて開花し、温暖で排水
良好な埴壌土に適しています。
茎や葉ににおいをもつものが多
く、ハッカ、ラベンダー、サル
ビア、などはみなこの仲間です。�

写真提供/関根政信さん� ハッカ（シソ科）�
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